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▲�新庁舎の電算室に設置したホストコン
ピューターで情報の集中管理を行う�
【平成 4 年撮影】

元
年	

宇
治
市
Ｏ
Ａ
化
基
本
計
画
を
策
定

2
年	
宇
治
市
第
Ⅰ
期
Ｏ
Ａ
化
推
進
計
画
を
策
定

	
市
内
の
公
立
中
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
を
整

備
し
情
報
教
育
を
開
始

3
年	

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
に
快
速
が
運
行

4
年	

Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
駅
開
業

	

市
役
所
新
庁
舎
竣
工

	

新
庁
舎
で
は
、
電
算
室
を
設
置
し
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を

構
築

6
年	

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
開
所

	

宇
治
上
神
社
、
平
等
院
を
含
む「
古
都
京
都
の
文

化
財
」が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
決
定

7
年	

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
放
送「
Ｆ
Ｍ
う
じ
」開
局

	

印
鑑
登
録
・
証
明
発
行
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

　
今
年
の
５
月
１
日
、「
平
成
」の
時
代
が
幕
を
下
ろ
し
、新
た
な
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

　
「
平
成
」―
―
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
発
達
、ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な

ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
発
達
で
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　
ま
た「
平
成
」は
、日
本
列
島
が
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
時
代
で
も
あ
り
、
本

市
も
多
く
の
災
害
を
経
験
し
ま
し
た
。

　
「
平
成
」
の
「
宇
治
の
ま
ち
の
移
り
変
わ
り
」
と「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
変
遷
」「
災
害
」を
中

心
に
振
り
返
っ
て
い
き
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課
広
報
係
（

20
・
8
7
0
4
）

8
年	

新
宇
治
橋
開
通

	

植
物
公
園
開
園

	

市
内
の
公
立
小
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
を
整
備

開
始

9
年	

京
阪
宇
治
駅
前
広
場
完
成

10
年	

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館

11
年	

宇
治
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

	

総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
「
ア
ク
ト
パ
ル
宇
治
」

開
所

12
年	

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
新
駅
舎
開
業

13
年	

Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
開
業

	

宇
治
市
地
域
情
報
化
計
画
策
定
、
市
内
公
共
施
設

を
繋
ぐ
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
構
築

14
年	

図
書
館 

蔵
書
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
等

が
開
始

15
年	

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
「
ゆ
め
り
あ 

う

じ
」
開
所

	

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
注
意
報
や
警
報
の
発
令
状
況

や
災
害
情
報
を
含
め
た
気
象
情
報
の
提
供
を
開
始

	

宇
治
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
・
新
聞
折

り
込
み
で
配
布

	

保
健
・
消
防
セ
ン
タ
ー
「
う
じ
安
心
館
」
開
館

	

京
都
府
の
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
で
宇
治
市
も
独
自
の
情
報
を
配
信
開
始

	

体
育
館
等
の
公
共
施
設 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

予
約
等
が
開
始

16
年	

黄
檗
山
手
線
開
通

	

京
都
市
営
地
下
鉄
六
地
蔵
駅
開
業

　

平
成
16
年
10
月
の
台
風
23
号
、

河
川
の
増
水
や
土
砂
崩
れ
の
被
害

や
由
良
川
の
氾
濫
な
ど
、
京
都
府

中
・
北
部
に
大
き
な
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
こ
の
台
風
23
号
を
始
め

と
し
た
災
害
を
契
機
に
、
本
市
で

も
災
害
時
に
避
難
等
で
支
援
を
必

要
と
す
る
人
に
対
す
る
支
援
事
業

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

 

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

こ
の
台
風
23
号
を
契
機
に
、
災
害

が
起
き
て
い
な
い
時
も
様
々
な
活

動
を
行
う
常
設
型
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
平
成
20
年
3

月
に
設
置
し
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

支
援（
バ
ス
の
運
行
）、
そ
し
て
平

成
24
年
に
宇
治
市
に
大
き
な
被
害

を
与
え
た
京
都
府
南
部
地
域
豪
雨

災
害
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
・
マ
ッ
チ
ン
グ
に
お
い
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

▲�現在は産業会館 1階に
あるFMうじのスタジオ
ですが、平成 8 年12月
までは宇治橋通りにスタ
ジオがありました。

　

平
成
7
年
1
月 

阪

神
・
淡
路
大
震
災
、

宇
治
市
で
も
震
度
5

を
記
録
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
・
3
、

最
大
震
度
は
7
、
死

者
数
は
6
4
3
3

名
。
戦
後
初
の
大
都

市
直
下
型
地
震
で
あ

り
、
戦
後
二
番
目
に

死
者
数
が
多
い
災
害
で
し
た
。

　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
等
工
事
費
の
助
成
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
Ｆ
Ｍ
う
じ
の
開
局
や
防
災

訓
練
の
開
催
な
ど
多
く
の
防
災
施
策
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
全
国
か
ら
137
万
人
も
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。
こ
の

年
を
境
に
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文

化
が
根
付
い
て
い
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
平
成
7
年
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

元
年
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

▲�建設中の JR 六地蔵駅【平成 4 年撮影】

▲�市役所庁舎（建て替え前）�
【平成元年撮影】

◀�平成 2年から公立
中学校に整備され
たコンピューター室�
【平成 7年撮影】

▲�阪神大震災支援センター（社会福祉協議会内に設
置）によるボランティアのマッチングの様子

　

宇
治
市
で
は
平
成
15
年
に

宇
治
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
。
平
成
20
年
に

は
、
全
国
各
地
で
相
次
ぐ
台

風
の
襲
来
、
地
震
、
局
地
的

豪
雨
、
更
に
は
南
海
・
東
南

海
地
震
の
今
世
紀
前
半
の
発

生
確
率
も
日
増
し
に
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
震
・

風
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

新
た
に
作
成
し
て
い
ま
し

た
。
更
に
、
近
年
全
国
各
地

で
洪
水
等
の
水
災
害
が
発

生
・
激
甚
化
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
、
最
新
の
浸
水
想
定

区
域
図
や
平
成
26
年
の
広
島

市
で
起
き
た
土
砂
災
害
を
教

訓
に
作
成
さ
れ
た
土
砂
災
害

警
戒
区
域
マ
ッ
プ（
市
街
地

版
）を
加
え
た

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
平

成
30
年
に
全

戸
配
布
し
た

「
宇
治
市
く
ら

し
の
便
利
帳
」

に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

▶�京阪宇治駅（建て替え前）【平成元年撮影】

▲新旧宇治橋【平成 7年撮影】

▼�JR 宇治駅（建て替え前）【平成 6 年撮影】
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▼増水した志津川 ▼五ケ庄西川原

▲都市計画道路「宇治槇島線」

◀二子山古墳
15

元
年
2
年
3
年
4
年
5
年
6
年
7
年
8
年
9
年
10
年
11
年
12
年
13
年
14
年
15
年
16
年
17
年
18
年
19
年
20
年
21
年
22
年
23
年
24
年
25
年
26
年
27
年
28
年
29
年
30
年
31
年

16

17

18

19

20
（万人） 平成における人口及び世帯数の推移（各年2月） （万世帯）

5

6

7

8

9

10
人口 世帯数

　
本
市
で
は
、
平
成
27
年
に
人
口
が
19
万
人
を

割
り
込
み
、
徐
々
に
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る

状
況
で
す
。
こ
の
状
況
の
中
、「
宇
治
市
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」及
び「
宇
治
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」に
基
づ
き
、
独
創
的
な
戦

略
や
先
駆
性
・
実
効
性
の
あ
る
具
体
的
な
施
策

に
取
り
組
み
、
人
口
の
流
入
促
進
と
流
出
抑
制

の
両
側
面
か
ら
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
少
子
高
齢
社
会
の
中
に
お
い
て
も
、
持
続

的
に
発
展
す
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

I
C
T
利
活
用
の
推
進

　
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て

は
、
国
に
お
い
て
も
利
活
用
を
促
進
し
、
行
政

運
営
の
新
た
な
分
野
へ
の
活
用
も
研
究
・
検
討

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
、
事
務
処
理
の
効

率
化
や
コ
ス
ト
の
縮
減
に
向
け
て
、
行
政
運
営

全
般
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
研

究
・
検
討
し
、
随
時
取
組
を
進
め
ま
す
。

災
害
の
教
訓
を
生
か
し
た
防
災

　
平
成
の
時
代
で
私
た
ち
が
経
験
し
て
き
た
災

害
は
、
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
、
防
災
・
災

害
対
策
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

い
う
、
貴
重
な
教
訓
を
私
た
ち
に
残
し
ま
し

た
。

　
災
害
が
発
生
し
た
際
、
出
来
る
だ
け
被
害
を

小
さ
く
抑
え
る
に
は「
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る『
自
助
』」、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る『
共
助
』」と
い
う
心
構
え
が
大
切
で
す
。

　
自
主
的
な
防
災
訓
練
や
防
災
知
識
の
啓
発
活

動
、
要
支
援
者
の
避
難
支
援
訓
練
な
ど
を
実
施

す
る
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
や
、
災
害
時
に

地
域
で
中
心
的
な
役
割
を
担
う
自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
や
活
動
の
支
援
を
次
の
時
代
も
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
広
範
囲
に
わ
た
る
災
害
や
孤
立
地
域

の
発
生
時
な
ど
に
お
け
る
被
害
状
況
の
把
握
、

人
命
救
助
活
動
時
に
お
け
る
情
報
支
援
な
ど
に

無
人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
利
活
用
す
る
等
、
災
害
発
生
時
の
活
動
を
よ

り
円
滑
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲�平成 30 年 5月に、「災害時等における
無人航空機の運用等に関する協定」を
一般社団法人ドローン撮影クリエイター
ズ協会及び株式会社ｔｓｕｊｉと締結

▶�

本
市
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
（
株
）

と
「
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括

連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
（
株
）
の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト

「Pepper

（
ペ
ッ
パ
ー
）」
を

市
内
の
全
小
学
校
に
配
置
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

17
年	

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
宇
治
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
育
成

工
場
竣
工
式
典

	

庁
内
の
位
置
情
報
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
開
開
始

	

市
内
公
共
施
設
を
繋
ぐ
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
よ
り

税
証
明
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
の
交
付
開

始

20
年	

新
隠
元
橋
開
通

	

社
会
福
祉
協
議
会
が
常
設
型
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

	

地
震
・
風
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
新
た
に
作
成

21
年	

宇
治
川
周
辺
の
自
然
景
観
と
茶
業
に
関
す
る
独
特

の
文
化
を
持
っ
た
街
並
み
が
、
国
の
重
要
文
化
的
景

観
に
選
定

	

宇
治
川
太
閤
堤
跡
が
国
の
史
跡
に
指
定

	
市
内
の
公
立
小
中
学
校
に
大
型
テ
レ
ビ
、
無
線	

Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
等
を
整
備

23
年	
宇
治
槇
島
線
が
全
線
開
通	

24
年	

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
緊
急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」の

サ
ー
ビ
ス
を
導
入

	

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
株
式
会
社
及
び
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
株
式
会
社（
ａ
ｕ
）の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の

サ
ー
ビ
ス
を
導
入

	

黄
檗
中
学
校
開
校
（
宇
治
黄
檗
学
園
）

	

京
都
府
南
部
地
域
豪
雨

	

戸
籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
完
了

27
年	

「
認
知
症
の
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
・
う
じ
」を
宣
言

	

「
日
本
茶
８
０
０
年
の
歴
史
散
歩
」が
日
本
遺
産
に

認
定

	

宇
治
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
開
設

	

宇
治
市
公
式
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
運
用
開
始

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
広
域

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
の
あ
っ

た
山
口
県
宇
部
市
を
始
め
、
福

井
県
越
前
市
や
沖
縄
県
那
覇

市
、
京
都
府
南
部
地
域
豪
雨
災

害
で
の
支
援
を
き
っ
か
け
と
し

て
東
京
都
小
金
井
市
と
、
大
規

模
な
災
害
が
起
き
た
際
の
食

料
・
飲
料
水
及
び
生
活
必
需
品

を
提
供
す
る
な
ど
の
支
援
に
つ

い
て
相
互
協
力
を
す
る
協
定
を

結
ん
で
き
ま
し
た
。

京
都
府
南
部
地
域
豪
雨　

　

平
成
24
年
8
月
13
日
深
夜
か

ら
降
り
続
い
た
豪
雨
に
よ
り
、

河
川
で
氾
濫
や
溢
水
が
同
時
多

発
的
に
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
志
津
川
地
区
で
は
増

水
に
よ
り
民
家
が
流
さ
れ
死
者

2
名
と
な
る
人
的
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
家
屋
の
倒
壊
や
浸

水
、
土
砂
災
害
や
落
雷
に
よ
る

停
電
等
の
被
害
、
道
路
寸
断
に

よ
る
集
落
の
孤
立
等
、
市
内
各

地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

▲宇治川太閤堤跡

▶▲�「日本茶 800 年の歴史散歩」～京都・宇治
　　�宇治市はじめ府南部 8市町村に所在するお茶に関係する文化
財 26 件によって日本茶 800 年の歴史をストーリー化したも
ので、宇治市においては「黄檗山萬福寺」、「中宇治の街並み」、
「白川地区の茶畑」など16件が構成文化財となっています。

28
年	

土
砂
災
害
警
戒
区
域
マ
ッ
プ（
市
街
地
版
）を
配
布

29
年	

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
発
信
開
始

	

市
民
課
・
国
民
健
康
保
険
課
窓
口
で
、
窓
口
案
内

シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

30
年	

全
国
初
の
施
設
と
し
て
京
都
認
知
症
総
合
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

	

観
音
山
古
墳
・
二
子
山
古
墳
（
北
墳
・
南
墳
）・
瓦

塚
古
墳
・
二
子
塚
古
墳
の
5
基
か
ら
な
る
古
墳
群

「
宇
治
古
墳
群
」
が
国
の
史
跡
に
指
定

	

「
宇
治
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」
発
行

	

窓
口
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
を
開
始

5 44



問
秘
書
広
報
課
秘
書
係（

20
・
8
7
0
1
）

時
3
月
1
日（
金
）

所
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

　
今
日
ま
で
市
政
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
た
自
治
功
労
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
政
功
労

者
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
人
や
団
体
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
を
、
文

化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
青
少
年
に
ジ
ュ
ニ
ア

文
化
賞
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民

に
よ
る
善
行
や
優
れ
た
地
域
活
動
を
継
続
さ
れ

て
い
る
人
を
地
域
社
会
貢
献
者
と
し
て
表
彰
し

ま
す
。

　
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る
人
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

市
政
功
労
者

◉ 

表
彰
状
贈
呈

《
自
治
功
労
者
》
真
田
敦
史
、
中
川
訓
由
、
目

片
滋
、
寺
田
愛
子
、
中
谷
正
博

《
永
年
勤
続
職
員
》30
人

　
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
は「
健
康
」で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
、
助

け
合
え
る「
地
域
力
」が
大
切
で
す
。

“
れ
も
ね
い
ど
”を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

宇
治
市
認
知
症
ア
ク
シ
ョ
ン
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

“
れ
も
ね
い
ど
”と
は

　
認
知
症
の
人
も
私
た
ち
と
同
じ
ま
ち
に
暮
ら

す「
生
活
者
」で
す
。
周
囲
の
正
し
い
理
解
と
サ

ポ
ー
ト
に
よ
っ
て“
で
き
る
こ
と
”の
可
能
性
を

大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。“
れ
も
ね

い
ど
”は
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
と
い
っ
た
専

門
的
ケ
ア
の
分
野
で
の
連
携
に
加
え
、
市
民
や

様
々
な
職
種
の
企
業
が
認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
出
来
る
こ
と
を
考

え
行
動
す
る
た
め
の
広
範
囲
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
す
。

◉ 

感
謝
状
贈
呈

《
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員
》木
田
ゆ
き
子

《
個
人
情
報
保
護
審
議
会
委
員
》吉
田
秀
子

《
情
報
公
開
審
査
会
委
員
》橋
本
佳
幸
、
吉
田
薫

《
集
会
所
管
理
者
》北
岡
榮
次
、
谷
岡
千
代
子

《
環
境
保
全
審
議
会
委
員
》齋
藤
孝
、
山
田
智
子

《
障
害
者
介
護
給
付
費
等
支
給
認
定
審
査
会
委

員
》川
北

三
、
小
山
正
彦
、
白
土
直
子
、
中

田
哲
雄
、
西
山
治
、
阪
東
美
可
子

《
障
害
者
福
祉
基
本
計
画
施
策
推
進
協
議
会
委

員
》井
岡
勉
、
犬
伏
俊
博
、
今
里
忠
幸
、
加
藤

博
史
、
西
山
治
、
羽
野
力

《
市
医
》小
山
正
彦

《
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
委
員
》

神
野
君
夫

《
介
護
相
談
員
》
小
林
竹
美
、
松
川
照
代
、
山

本
順
子

《
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員
》
神
吉
紀
世
子
、

中
西
肇

《
学
校
医
》
田
林
徳
昭
、
千
原
悦
夫
、
吉
川
雅

子
、
匿
名（
本
人
の
希
望
に
よ
り
）

《
学
校
歯
科
医
》永
井
宏

《
学
校
薬
剤
師
》大
道
正
明
、
原
田
保

《
生
涯
学
習
審
議
会
委
員
》奥
西
隆
三

《
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
》栗
田
洋
平

《
少
年
補
導
委
員
》
青
山
良
江
、
岩
出
章
、
嶌

繁
行
、
高
藤
栄
子
、
田
原
康
男
、
中
島
れ
い

認
知
症
の
人
が�

�

安
心
し
て
お
出
か
け
で
き
る�

�

ま
ち
を
目
指
し
て

宇
治
市
高
齢
者
等

S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
認
知
症
等
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
る
恐
れ
の

あ
る
高
齢
者
等
の
情
報
を
事
前
に
登
録
す
る
こ

と
で
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
関
係
機
関

や“
れ
も
ね
い
ど
”と
連
携
・
情
報
共
有
し
、
早

期
に
発
見
・
保
護
出
来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

《
登
録
対
象
者
》市
内
在
住
で
認
知
症
等
に
よ
り
行

方
不
明
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
65
歳
以
上
の
人
ま

た
は
認
知
症
の
診
断
を
受
け
た
64
歳
以
下
の
人

子
、
西
山
武
男
、
宝
壁
眞
澄
、
森
典
子
、
吉
岡

賢
一
、
吉
川
昌
子

《
電
話
相
談
員
》1
人

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》
谷
口
恵
子
、
吉
田

慶
介

《
市
政
に
協
力
・
功
労
の
あ
っ
た
団
体
・
個
人
》

U
j
i
健
歩
会
、
小
田
部
榮
助
、
柴
田
雅
道

《
住
民
自
治
組
織
の
長
》
石
塚
和
弘
、
木
下
芳

美
、
小
島
確
二
、
新
宮
睦
子
、
畑
鈴
峰

《
教
職
員
》5
人

ス
ポ
ー
ツ
賞

《
優
秀
選
手
賞
》井
上
航
希（
サ
ッ
カ
ー
）、
岡
田

恵
里
佳（
柔
道
）、
柏
木
良
太（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
）、
上
月
壮
一
郎（
サ
ッ
カ
ー
）、
長

阪
綾
苗（
ゴ
ル
フ
）、
中
野
桂
太（
サ
ッ
カ
ー
）、

中
野
瑠
馬（
サ
ッ
カ
ー
）、
西
村
瑞
穂（
柔
道
）、

初
川
か
の
子（
フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
）、
福
岡
慎

平（
サ
ッ
カ
ー
）、
藤
本
美（
剣
道
）、
宮
本
麻
衣

（
フ
ッ
ト
サ
ル
）

《
ジ
ュ
ニ
ア
賞（
個
人
）》木
村
赳
翔（
空
手
道
）、

小
林
浬（
空
手
道
）、
篠
田
素
良（
空
手
道
）、
篠
田

陽
里（
空
手
道
）、
田
井
滉
泰（
空
手
道
）、
長
井
愛

（
空
手
道
）、
西
川
勝
之（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
・
陸
上
競
技
）、
堀
江
耀
斗（
ボ
ク
シ
ン
グ
）、

・
身
元
確
認
シ
ー
ル

　
登
録
し
た
人
に
身
元
確
認
シ
ー
ル
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ル
を
衣
類
や
身
に

着
け
る
品
物
に
張
る
こ
と
で
、
行
方
不
明

に
な
り
、
保
護
さ
れ
た
と
き
に
自
身
の
名

前
や
住
所
が
答
え
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、

シ
ー
ル
に
記
載
の
番
号
を

宇
治
市
に
伝
え
る
こ
と
で
、

身
元
を
確
認
出
来
ま
す
。

シ
ー
ル
か
ら
は
氏
名
や
住

所
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
安
心
で

す
。

麦
谷
杏
莉（
空
手
道
）、
麦
谷
亮
英（
空
手
道
）、
安

田
伊
志（
少
林
寺
拳
法
）、
山
崎
未
翔（
空
手
道
）、

山
本
剛
大（
空
手
道
）、
山
本
萌
未（
野
球
）、
若
林

寛
斗（
空
手
道
）、
若
林
俐
青（
空
手
道
）

《
ジ
ュ
ニ
ア
賞（
団
体
）》宇
治
柔
道
会（
柔
道
）

《
奨
励
賞（
団
体
）》広
野
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団（
野
球
）

《
功
労
賞
》榎
木
薗
鉄
也
、
小
川
猛
、
金
田
修
、

櫻
井
砂
夫
、
澤
崎
好
二
、
鈴
木
と
し
恵
、
谷
口

三
津
夫
、
塚
本
昭
二
、
中
村
忠
男
、
西
山
栄

治
、
橋
本
勝
二
、
水
田
啓
一
、
山
中
敏
行
、
山

本
淳
、
山
本
数
哉
、
山
本
哲
也

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

《
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
》宇
野
杏
梨（
か
る
た
）、
倉

橋
陽
土（
ピ
ア
ノ
）、
白
木
雅（
絵
画
）、
藤
本
葉

月（
バ
レ
エ
）、
二
俣
菜
月（
ピ
ア
ノ
）、
森
本
隼

太（
ピ
ア
ノ
）、
宇
治
中
学
校
吹
奏
楽
部（
マ
ー

チ
ン
グ
）、
大
正
琴
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
夢（
大
正

琴
）、TRY

☆
SKY

（
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）、　

龍
谷
大
学
付
属
平
安
中
学
校
チ
ア
ダ
ン
ス
部

（
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
）

《
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞
》東
宇
治
中
学
校
吹
奏

楽
部（
マ
ー
チ
ン
グ
）、
槇
島
小
学
校
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド（
マ
ー
チ
ン
グ
）、
京
都
芸
術
高
等
学

校 

孔
明
の
罠（
ま
ん
が
甲
子
園
）

地
域
社
会
貢
献
者

今
西
清
、
岩
井
浩
、
鎌
田
マ
リ
子
、
川
﨑
昌

晴
、
小
坂
恵
美
子
、
蔀
正
永
、
野
古
将
美
、
宇

治
女
性
の
会
、
東
宇
治
女
性
の
会
、
広
野
女
性

の
会
、
槇
島
女
性
の
会

市
制
施
行
記
念
日
に

　
　
　
市
政
功
労
者
な
ど
を
表
彰

認 知 症 の人に
やさしいまちの
取り組みを
推進しています

問健康生きがい課（ 内線2350）

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
宇
治

 

地
域
社
会
と
共
に
認
知
症
当
事
者
・
家
族
が��

 

活
動
で
き
る（
働
け
る
）ま
ち
を
目
指
し
て

時�

3
月
21
日（
祝
）�

�

午
前
10
時
半
～
午
後
3
時
半

所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定
先
200
人（
申
込
不
要
、
直
接
会
場
へ
）

問
福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社（

28
・
3
6
8
6
）

●●�

基
調
講
演

「
西
香
川
病
院
に
お
け
る
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
か
ら
」

時
午
前
10
時
半
～
正
午

講
大
塚
智
丈
さ
ん（
香
川
県
三
豊
市
立
西

香
川
病
院
院
長
）、
渡
邊
康
平
さ
ん（
同
病

院
非
常
勤
相
談
員〈
認
知
症
当
事
者
〉）

●●�

こ
ど
も
れ
も
ね
い
ど

～
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

　
養
成
講
座
～

時
正
午
～
午
後
1
時
半

内
仕
掛
け
絵
本
に
よ
る
子
ど
も
向
け
認
知

症
の
話
、
図
書
館
に
よ
る
本
の
読
み
聞
か
せ

●●�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

時
午
後
1
時
～
3
時
半

◎
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

《
出
演
》Michiyo

（
認
知
症
当
事
者
）＆
オ

イ
ワ

◎
認
知
症
当
事
者
の
活
動
の
場
の
ひ
ろ
が

り
に
つ
い
て
実
践
報
告

《
報
告
者
》認
知
症
当
事
者
・
家
族
、
れ
も

ね
い
ど
加
盟
企
業 

他

発見協力団体
“れもねいど” 加盟登録団体

支援 行方不明者届協力依頼

協力依頼

連携
協力依頼

行方不明者
発生

市内関係機関 市 役 所 宇治警察署

地域包括支援センターなど

事前登録すると、発見協力団体や市内関係機関に
発見協力依頼が出来ます。申請方法など詳細は、
市ホームページで確認するか、健康生きがい課に
問い合わせてください。 市ＨＰはこちらから
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 宇治っ子

輝け！
休日・夜間などの急患診療 病気やけがにより緊急で医療が必要な場合利用出来ます。

ところ と き

大久保幼稚園
39-9286

3月5日(火)・8日(金)・19日(火)
10時30分〜11時30分
※19日(火)は要予約

神明幼稚園
39-9288

3月1日(金)・6日(水)・19日(火)
10時30分〜11時30分
8日(金)9時30分〜13時

東宇治幼稚園
39-9290

3月5日(火)・15日(金)・20日(水)
10時30分〜11時30分

木幡幼稚園
39-9292

3月5日(火)・12日(火)・20日(水)
10時〜11時

市立幼稚園　未就園児行事
入園前のお子さんと保護者が一緒に遊べる行事を毎月開催していま
す。詳細は各園にお問い合わせください。

問各市立幼稚園

ところ と き

同胞こども園 3月5日(火)・19日(火)10時～11時30分

登りこども園 3月7日(木)・23日(土)10時～11時30分

小倉双葉園保育所 3月4日(月)10時～11時30分

西小倉保育所 3月1日(金)10時～11時30分

木幡保育所 3月12日(火)10時～11時

大久保保育所 3月7日(木)10時～11時30分

なかよし保育園 3月12日(火)10時～11時30分

園庭開放
保育所等の広い園庭を遊び場として開放します（雨天の場合はそれ
ぞれ対応が異なります）。

問地域子育て支援基幹センター 39-9109

子育てに関する旬な情報をお伝えします。子育て情報
誌・市HP内の子育て支援事業カレンダー・LINE＠で
も情報を発信しています。合わせてご確認ください。

子どもと一緒に遊びに行こう 就学前のお子さんと保護者の方が気軽に集い、遊べる場を紹介します。

子育て応援コーナー

事業名・問い合わせ ところ ・とき その他

おやこっこらんど
問生涯学習センター
39-9500

所生涯学習センター

時3月22日(金)
10時～11時30分

対乳幼児と保護者

内腹話術のともさんと楽
しい仲間たち
（パラバルーンや体操も
あります）

赤ちゃんサロン
問社会福祉協議会
22-5650　

所総合福祉会館

時3月14日(木)
10時～12時

対妊婦、生後1～4か月
までの子と親

内ミニプログラムと参加
者同士の交流タイム。動
きやすい服装で参加して
ください

￥200円

持バスタオル

赤ちゃんパーク
問社会福祉協議会
22-5650

所総合福祉会館

時3月8日（金）
10時～12時

対生後9～12か月の子と親

内ミニプログラムと参加
者同士の交流タイム。動
きやすい服装で参加して
ください

￥200円

持バスタオル

おしゃべりキャッチ
ボール
問社会福祉協議会
22-5650

所総合福祉会館

時3月7日（木）
10時～11時30分

対双子・三つ子などの多
胎児と親

内参加者同士の交流・情
報交換

その他ひろば・サロンなど

医
療
機
関

宇治徳洲会病院 20-1111
※不定期で実施しています。

田辺中央病院（京田辺市） 63-1111
男山病院（八幡市） 075-983-0001
※平日金曜の18時～翌朝8時。

軽傷の場合は、まず「休日急病診療所等」または
「小児救急電話相談」を利用してください。

●比較的症状の軽い患者さんを対応します。

医
療
機
関

休日急病診療所 39-9430 FAX 39-9432
場　所 うじ安心館5階（内科・小児科・歯科）

診療日 日曜・祝日および振替休日、年末年始（12月
31日～1月3日、歯科のみ12月29日～）

受付時間 9時30分～11時30分　13時～16時30分

京都きづ川病院（城陽市） 54-1111
※小児科医が対応します。
※日祝の9時～18時。まずはお問い合わせください。

（つながらない場合 075-661-5596）
#8000小児救急電話相談

時間 年中無休、19時～翌朝8時（土曜
〈祝日・年末年始を除く〉は15時～）

来月の健康診査・相談など
予防接種については、市ホームページまたは子育て情報誌を確認してください。

問保健推進課　 20-8728

事業 対象 ところ とき その他

3か月児健康診査 30年12月生まれ 健やかセンター 4月17日（水）・23日（火）・24
日（水）・25日（木）

個別通知は、3月20日頃に発送し
ます。

10か月児健康診査 30年5月生まれ 市内の
協力医療機関

個別案内にある受診期間を参
照してください。

個別通知は、3月25日頃に発送し
ます。

1歳8か月児
健康診査 29年7月生まれ 健やかセンター 4月3日（水）・4日（木）・5日（金） 個別通知は、3月10日頃に発送し

ます。

3歳児健康診査 27年10月生まれ 健やかセンター 4月11日（木）・12日（金）・15
日（月）・16日（火）

個別通知は、3月15日頃に発送し
ます。

離乳食教室 30年11月生まれ 健やかセンター 4月26日(金) 申必要。4月1日（月）から電話で受
付開始します。

乳幼児相談
(育児相談) 2 か月～就学前

健やかセンター
4月8日（月）・9日（火）
9時30分～11時
（栄養相談は10時30分まで）

計測、食事・育児・発達相談

北部地域子育て
支援センター

4月18日（木）
9時50分～11時受付

お話しタイム、計測、保健師・栄
養士による相談(栄養士による相
談は★印のみ)

東部地域子育て
支援センター

4月19日（金）
9時50分～11時受付

西部地域子育
て支援センター

★4月24日（水）
9時50分～11時受付

南部地域子育て支
援センター

★4月23日（火）
9時50分～11時受付

パ
パ
マ
マ
教
室

ハッピーマタニ
ティクラス

市内在住の妊娠
期のパパとママ
（片方のみの参加
も可）

健やかセンター

4月12日（金）・22日(月)
10時～11時30分
（受付は9時45分～）

助産師などによる妊娠期の体のこ
とやおくちのケア、食事・栄養管
理について等の話。申保育のみ必
要。電話で保健推進課へ。

おいしい！　
たのしい！　
クッキング！

4月19日（金）10時～13時30分
（受付は9時45分～）

保育あり。申必要。電話かEメー
ル（※1）で保健推進課へ。

パパ出番です
よ～沐浴に
チャレンジ～

4月20日（土）10時～12時
（受付は9時45分～）

申必要。電話かEメール(※1)で保
健推進課へ。

BCG予防接種 生後6か月～1歳
未満 健やかセンター 4月10日（水）・22日（月）

13時15分～14時30分受付
予診票は3か月児健診時にお渡し
しています。

※１＝妊婦氏名・住所・電話番号・年齢・出産予定日、配偶者参加の場合はその氏名、保育希望の有無を papamama-start@city.uji.kyoto.jpへ。

宇治市の子育て支援に関する情報をお届けする
LINE@公式アカウントです。ＱＲコードを
スマートフォン等で読み込んでください。

平成30年3月生まれのお子さんを
募集します。応募はEメールで受付
中です。（応募締切3月3日必着）
詳細は市ホームページまで。
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風しん予防接種費用の助成
　風しん（R）ワクチン及び麻しん風しん混合（MR）ワクチ
ンを全額自己負担で接種した対象の人に、費用の助成を
行っています。31年3月31日までの申請分が対象です。
対接種日に市に住民登録のある次の人
◎妊娠を希望する女性かつ抗体検査等により抗体価の低い人
◎�妊娠をしている女性の同居者で、抗体検査等により抗
体価の低い人。ただし、妊娠をしている女性の抗体価
が低い場合とする
※次の人は対象外です
◎抗体検査の結果、抗体があると判断された人
◎風しんワクチンを2回以上接種したことがある人
◎風しんに感染したことがある人
《助成額》接種費用の３分の２程度（1人1回分のみ）
※次の人は全額助成です
◎生活保護受給者
◎中国残留邦人等支援給付受給者
◎市民税非課税世帯
《助成対象接種期間》30年4月1日～ 31年3月31日
申�請求書に抗体価が低いことが分かる書類（妊婦の同居者
が申請する場合、妊婦の抗体価が低いことが分かる書
類も必要）、領収書（原本）を添え、3月31日（日）（消印
有効）までに、郵送か保健推進課窓口（〒611-8501宇
治琵琶33　 20-8728）へ。請求書は市ホームページ
から印刷も出来ます。

BCG実施日程� 	
� 問保健推進課（ 20-8728）

　3か月健診時に推奨日を案内しています。対象生まれ
月の実施日に来られない場合は、1歳未満であれば接種が
可能ですので、同課まで連絡してください。
《対象年齢》生後1歳未満（接種推奨月齢は生後６か月）
《会場》健やかセンター（うじ安心館内）
《受付時間》�午後1時15分～ 2時半� 	

（整理番号札を会場で配布します）
◇ �暴風警報または暴風雪警報が発表された時は原則的に
事業を中止します。

誕生年月 推奨月 日　程
30年10月生 31年4月 10日（水） 22日（月）

11月生 5月 7日（火） 23日（木）
12月生 6月 7日（金） 26日（水）

31年 1月生 7月 9日（火） 26日（金）
2月生 8月 1日（木） 29日（木）
3月生 9月 9日（月） 24日（火）

◆ �BCGの接種後に、他の予防接種を受ける場合は4週間
以上あけてください。

◆ �BCGの対象者であった間に、長期にわたり療養を必要と
する疾病にかかった等の特別な事情により、BCGが受け
ることが出来なかった場合は、同課まで連絡してください。

　
市
民
の
ア
イ
デ
ア
を
元
に
創
設
さ
れ
た
「
紫
式
部
市
民
文

化
賞
」
は
、
日
本
の
様
々
な
古
典
文
学
に
登
場
す
る
宇
治
の

文
化
的
伝
統
の
継
承
・
発
展
を
図
り
、
宇
治
な
ら
で
は
の
地

域
文
化
を
市
民
の
手
で
創
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

《
要
件
》

新
作
ま
た
は
30
年
4
月
1
日
～
31
年
3
月
31
日
ま
で
に
刊
行
さ

れ
た
日
本
語
の
作
品
。
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
小
説（
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
を
含
む
）、
戯
曲
、
評
論
、
随
筆
、
紀
行
文
、
童
話
、

詩
及
び
歌
句（
20
程
度
必
要
）等
の
文
学
作
品
並
び
に
歴
史
・
文

学
・
民
俗
等
の
研
究
作
品
。

《
作
品
の
規
格
》

◎�

原
稿
作
品
ま
た
は
雑
誌
や
単
行
本
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
も
の

◎�

手
書
き
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
４００
字
詰
め
原
稿
用
紙（
Ａ

４
）を
使
用
。
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
は
、
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
用
紙
に
印
刷
。
い
ず
れ
も
、
縦
書
き
・
横
書
き
不
問

《
応
募
資
格
》

応
募
の
時
点
で
、
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、
ま
た
は

市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

※
性
別
、
自
薦
・
他
薦
不
問

《
受
賞
作
品
及
び
賞
》

◎�

紫
式
部
市
民
文
化
賞（
2
点
以
内
）�

�

＝
正
賞（
ブ
ロ
ン
ズ
像
）と
副
賞（
30
万
円
）

◎�

選
考
委
員
特
別
賞（
2
点
以
内
）�

�

＝
副
賞（
5
万
円
）

《
応
募
方
法
》

市
の
主
な
公
共
施
設
に
あ
る
募
集
要
項
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
出
来
ま
す
。

   作品を応募しませんか
　　　　　　　　　　　　　問文化自治振興課文化係（ 20-8721）

《募集期間》
4月1日（月）～
� 5月31日（金）

国
保
と
は
、
お
金
を
出
し
合

い
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き

に
、
み
ん
な
で
助
け
合
お
う
と

い
う
制
度
で
、
国
民
全
員
が

入
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
医
療

保
険
の一つ
で
す
。

宇 

治 

市

　
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
は
、
医
療
費
を
ま

か
な
う
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
医

療
費
は
年
々
増
え
て
お
り
、
医
療
費
が
増
え
れ

ば
、
加
入
者
の
保
険
料
負
担
の
増
加
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
を
心
掛

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
助
け
合
う
た
め
に
、

保
険
料
を
納
め
て
、
日
ご
ろ
か

ら
健
康
づ
く
り
を
心
掛
け
な
い

と
ね
！

と
こ
ろ
で
保
険
料
は
ど
う
や
っ

て
決
め
て
い
る
の
？

宇
治
市
国
保
加
入
者　
A
さ
ん

保
険
料
は
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
す
。

宇 

治 

市

① 

諮
問

　
市
か
ら
国
保
運
営
協
議
会
※
へ
、
次
年
度
国

保
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
。

※�

運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め

に
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
諮
問
機
関

② 

審
議

　
国
保
運
営
協
議
会
で
、
次
年
度
の
保
険
料
等

の
運
営
に
つ
い
て
審
議
。

③ 

答
申

　
国
保
運
営
協
議
会
か
ら
市
へ
、
意
見
・
要
望

の
提
出
。

④ 

議
会
で
の
審
議
と
可
決

　
市
は
答
申
内
容
を
踏
ま
え
て
提
案
し
、
議
会

で
の
審
議
を
経
て
決
定
。

⑤ 

保
険
料
決
定

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
決
め
て

い
る
の
ね
。

31
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
は

ど
の
段
階
ま
で
進
ん
で
い
る

の
？ 宇

治
市
国
保
加
入
者　
A
さ
ん

現
在
③
の
答
申
を
受
け
ま�

�

し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

宇 

治 

市

答
申

（
1
）31
年
度
の
保
険
料
率
等
に
つ
い
て
、
府
が

示
し
た
標
準
保
険
料
率
は
、
一
人
あ
た
り
の
医

療
費
の
伸
び
や
制
度
改
革
過
渡
期
に
お
け
る
変

動
等
の
様
々
な
要
因
に
よ
る
大
幅
な
改
定
率
で

し
た
が
、
今
後
の
動
向
を
慎
重
に
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
据
え
置
き
と
し
ま
す
。
し
か

し
今
後
も
引
き
続
き
、
標
準
保
険
料
率
に
基
づ

く
設
定
を
基
本
と
し
つ
つ
、
適
切
な
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
で
す
。
賦
課
限
度
額
は
、

国
基
準
の
変
更
に
基
づ
き
設
定
す
る
こ
と
が
妥

当
と
考
え
ま
す
。

医療
給付費分

後期高齢者
支援金分

介護
納付金分

所得割率 7.56%
（据置）

2.75%
（据置）

2.67%
（据置）

均等割額 2万5400円
（据置）

9100円
（据置）

1万900円
（据置）

平等割額 1万7500円
（据置）

6300円
（据置）

5500円
（据置）

賦課限度額 61万円
（現行58万円）

19万円
（据置）

16万円
（据置）

　（
2
）基
金
に
つ
い
て
、
31
年
度
の
保
険
料
率
の

設
定
に
お
い
て
、
一
般
会
計
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
鑑
み
る
中
で
は
、
そ
の
一
部
を
取
り
崩
す

こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
持
続

可
能
な
あ
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
が
必

要
で
す
。

（
3
）国
制
度
に
基
づ
き
、
特
定
健
康
診
査
等
の

実
施
率
向
上
や
、
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み
等
の
推
進
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
4
）収
納
率
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
、
京
都
地
方
税
機
構
へ
の
移
管
に
つ

い
て
、
早
期
の
実
施
に
向
け
て
具
体
的
な
取
り

組
み
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

《 

要
望
事
項 

》

◎
保
険
料
収
納
率
の
向
上

　
自
主
的
な
納
付
に
つ
な
げ
る
と
共
に
、
特
別

な
事
情
が
な
い
長
期
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
厳

格
な
姿
勢
で
臨
む
こ
と
を
求
め
ま
す
。

◎
保
険
給
付
の
適
正
実
施

　
保
険
給
付
の
適
正
化
・
効
率
化
を
図
り
、
市

の
み
で
は
効
率
的
に
対
応
し
き
れ
な
い
場
合
は

国
や
府
と
共
に
推
進
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

◎
保
健
事
業
の
充
実

　
他
自
治
体
事
例
の
研
究
や
、
関
係
機
関
、
関

係
部
署
と
の
連
携
等
に
よ
り
、
多
様
な
健
康
づ

く
り
の
展
開
を
求
め
ま
す
。

◎
被
保
険
者
へ
の
啓
発
強
化

　
被
保
険
者
は
も
と
よ
り
、
広
く
市
民
に
、
あ

ら
ゆ
る
周
知
・
啓
発
手
段
を
駆
使
し
た
分
か
り

や
す
い
広
報
活
動
を
求
め
ま
す
。

◎
健
全
な
事
業
運
営

　
国
や
府
に
よ
る
財
政
基
盤
の
強
化
や
速
や
か

な
情
報
提
供
の
他
、
よ
り
一
層
厳
し
い
状
況
を

迎
え
た
場
合
は
、
市
の
一
般
会
計
に
対
す
る
支

援
を
求
め
ま
す
。

市
は
こ
の
答
申
を
最
大
限
尊
重
し
、
今
後

も
皆
さ
ん
の
医
療
を
支
え
る
国
保
事
業
の

健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

教
え
て
！

国
民
健
康
保
険

 （
国
保
）

問
国
民
健
康
保
険
課
（

20
・
8
7
2
9
）

答申における 31年度保険料率等一覧

【国保のしくみ】

被保険者 （加入者）

　宇治市役所 医 療 機 関

・加入手続き
・保険料を納付

・受診
・�医療費の支払い�	
（一部負担金）

医療費の支払い

被保険者証の交付 診療
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問
京
都
文
教
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ

オ
フ
ィ
ス（

25
・
2
6
3
0
）　

■

と
も
い
き
研
究
と
は

　
共
に
学
び
合
い
、
共
に
生
か
し
合
い
、

共
に
い
き
い
き
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
、
京
都
文
教
大
学
と
地
域
が
協
働

し
、
様
々
な
地
域
課
題
に
取
り
組
む
研
究

の
こ
と
で
す
。

■

合
同
成
果
報
告
会

　
「
と
も
い
き
研
究
」と
、
市
と
同
大
学
・

短
期
大
学
が
協
働
し
て
取
り
組
ん
だ「
宇
治

市
政
策
研
究
」の
研
究
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

時�

3
月
11
日（
月
）午
前
10
時
～
午
後
0
時
20
分

所
京
都
文
教
学
園
宇
治
キ
ャ
ン
パ
ス
14
号
館

（
槇
島
町
千
足
）

■

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を��

�

募
集
し
ま
す
！

　
地
域
福
祉
・
保
育
・
学
校
教
育
・
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
・
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
・
商

店
街
・
地
場
産
業
等
を
テ
ー
マ
に
、
同
大

学
と
地
域
住
民
・

自
治
体
・
団
体
・

企
業
で
地
域
の
課

題
解
決
に
取
り
組

む
共
同
研
究
を
支

援
し
ま
す
。 問

市
民
課（

20
・
8
7
2
2
）

★ 

行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

《
受
付
日
時
》

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
4
時
45
分

《
取
扱
証
明
書
》

次
の
と
お
り

◎
住
民
票
の
写
し（
市
内
分
の
み
）◎
住
民
票
記

載
事
項
証
明
書（
年
金
受
給
者
現
況
届
出
を
含

む
）◎
印
鑑
登
録
証
明
書
◎
戸
籍
の
全
部（
個

人
）事
項
証
明
書（
謄
・
抄
本
）◎
除
か
れ
た
戸

籍
の
全
部（
個
人
）事
項
証
明
書（
除
籍〈
原
戸

籍
〉の
謄
・
抄
本
）◎
戸
籍
の
附
票
の
写
し
◎
後

見
等
の
証
明
書
◎
戸
籍
届
書
の
受
理
証
明
書
◎

届
書
記
載
事
項
証
明
書
◎
不
在
住
・
不
在
籍
証

明
書
◎
個
人
の
市
・
府
民
税
の
所
得
証
明
書
・

課
税
証
明
書（
事
前
に
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
る
た
め
、
詳
し
く
は
市
民
税
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
）◎
土
地
ま
た
は
家
屋
の
評
価

証
明
書
・
課
税
証
明
書
◎
市
税
の
納
税
証
明
書

※�

手
続
き
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類（
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
）の
提
示
が
必
要
で
す
。
代
理
申

請
が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
委

任
状
及
び
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示

が
必
要
で
す
。

※�

印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請
は
、
印
鑑
登
録
証

（
カ
ー
ド
）が
必
要
で
す
。

《
募
集
期
間
》

3
月
1
日（
金
）～
4
月
2
日（
火
）

《
対
象
研
究
》

・
研
究
期
間

4
月
1
日
～
32
年（
2
0
2
0
年
）3
月
31
日

・
研
究
地
域

京
都
府
域
ま
た
は
滋
賀
県
域

《
対
象
者
・
団
体
》

地
域
住
民
・
自
治
体
・
企
業
・
各
種
法
人

団
体 

等

《
補
助
額
と
募
集
件
数
》

上
限
30
万
円（
年
間
）＝
6
件
程
度

上
限
50
万
円（
年
間
）＝
2
件
程
度

《
申
し
込
み
》

事
前
相
談
の
う
え
、
同
オ
フ
ィ
ス
へ
。

◎
説
明
会
を
開
催（
事
前
申
込
不
要
）

時
所

①
3
月
11
日（
月
）午
後
0
時
半
～
1
時
＝

京
都
文
教
学
園
宇
治
キ
ャ
ン
パ
ス
14
号
館

②
3
月
16
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午
＝
京

都
文
教
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
宇
治
橋

通
り（
宇
治
壱
番
）

《市内の行政サービスコーナー》

木幡公民館内  39-9195

西小倉
コミュニティセンター内  39-9181

南宇治
コミュニティセンター内  39-9187

槇島
コミュニティセンター内  39-9191

東宇治
コミュニティセンター内  39-9184

開地域福祉センター内  39-9240

★ 

電
話
予
約
で
休
日
受
け
取
り

予
約
は
本
人
か
同
一
世
帯
の
人
に
限
り
ま
す
。

《
取
扱
証
明
書
》

次
の
と
お
り

◎
住
民
票
の
写
し
◎
印
鑑
登
録
証
明
書

《
予
約
方
法
》

開
庁
日
の
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時
に
電
話

で
、
市
民
課
へ
。
印
鑑
登
録
証
明
書
の
予
約
の

場
合
は
、
印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）を
手
元
に
用

意
の
う
え
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

《
受
渡
場
所
》

市
役
所
地
下
1
階
の
夜
間
受
付
の
窓
口

※�

受
け
取
り
の
際
に
、
申
請
書
の
記
入
が
必
要

で
す
。

※�

手
数
料
の
ほ
か
、
本
人
確
認
書
類
、
印
鑑
登

録
証
等
が
必
要
で
す
。

《
受
取
日
時
》

予
約
日
か
ら
直
近
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午

前
10
時
～
午
後
4
時（
年
末
年
始
を
除
く
）。

※�

交
付
日
に
受
け
取
り
が
な
け
れ
ば
、
予
約
が

無
効
に
な
り
ま
す
。

★ 

郵
便
で
の
交
付
請
求

《
取
扱
証
明
書
と
請
求
出
来
る
人
》

次
の
と
お
り

◎
住
民
票
の
写
し
＝
本
人
か
同
一
世
帯
の
人
◎

戸
籍
謄
・
抄
本
な
ど
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
＝

本
人
か
本
人
の
配
偶
者
、
ま
た
は
直
系
親
族
等

《
交
付
手
続
き
》

申
請
書
類
に
本
人
確
認
書
類
の
写
し
、
手
数
料

（
定
額
小
為
替
）、
返
信
用
封
筒（
要
切
手
貼
付
）

を
添
え
、
市
民
課（
〒
611
・
8
5
0
1
宇
治
琵

琶
33
）へ
。
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
も
出
来
ま
す
。

市
民
課
窓
口
以
外
で

各
種
証
明
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す～

事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
に�

�

　
　
　
　
　
　
　
登
録
し
ま
せ
ん
か
？
～

　
住
民
票
の
写
し
等
の
証
明
書
が
不
正
取

得
さ
れ
、
個
人
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
こ

と
を
抑
止
・
防
止
す
る
た
め
、
代
理
人
や

第
三
者
に
証
明
書
を
交
付
し
た
場
合
に

通
知
す
る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

と
も
い
き（
共
生
）研
究

13
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防火レンジャー

問
産
業
推
進
課（

39
・
9
4
4
4
）

　
「
福
利
厚
生
に
力
を
入
れ
て
い
る
企
業
」、

「
女
性
が
活
躍
出
来
る
企
業
」等
、
市
内
の
製
造

業
約
２０
社
が
出
展
し
ま
す
！

時
3
月
7
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時（
受
け
付

け
は
午
後
0
時
半
～
）

所
メ
ル
パ
ル
ク
京
都（
京
都
市
下
京
区
）

対
31
年
3
月
、
32
年（
2
0
2
0
年
）3
月
大

学
・
短
大
卒
業
予
定
者
、
既
卒
者

市
も
の
づ
く
り
企
業�

	
�

合
同
企
業
説
明
会

お
詫
び
と
訂
正

　
市
政
だ
よ
り
2
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
し

た
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。　
問
秘
書
広
報
課
広
報
係

◎
4
ペ
ー
ジ

「
宇
治
っ
子
朗
読
劇
団
☆G

enji　
第
７
回
定

例
公
演
～
源
氏
の
姫
に
会
い
に
行
こ
う
～
」の

問
い
合
わ
せ
先
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
の
電

話
番
号

《
正
》　
39
・
9
3
3
3

《
誤
》　
39
・
9
3
3
2

※
同
公
演
は
申
込
不
要
・
入
場
無
料
で
す
。

直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
地
域
福
祉
課（

20
・
8
7
3
0
）

　
自
殺
は
決
し
て
特
別
な
問
題
で
は
な
く
、

誰
に
で
も
起
こ
り
え
る
身
近
な
問
題
で
す
。

身
近
な
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
な
た
に
も

出
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

悩
み
を
抱
え
た
人
、
い
つ
も
と
様
子
が

異
な
る
人
が
い
れ
ば「
勇
気
を
出
し
て
声
を

か
け
る
」「
じ
っ
く
り
話
に
耳
を
傾
け
る
」

「
一
緒
に
考
え
る
」、
そ
れ
だ
け
で
大
き
な

支
え
と
な
り
ま
す
。

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
…�

そ
ん
な
あ
な
た
に�

�

「
い
の
ち
と
暮
ら
し
の
相
談
ナ
ビ
」

心
の
こ
と
、
生
活
の
こ
と
等
、
様
々
な
悩
み

に
応
じ
た
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
関
連
図
書
の
展
示
・
貸
出
」

　

自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合
わ
せ
て
、
３

月
２
日（
土
）～
１０
日（
日
）に
、
市
内
３
図

書
館
に
て
関
連

図
書
の
展
示
・

貸
出
を
行
い
ま

す
。

�

問
山
城
広
域
振
興
局
企
画
調
整
室

　
　
　
　
　
　
（

21
・
2
3
9
2
）

　
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
・
ス
イ
ー
ツ
や
新

鮮
な
京
野
菜
の
販
売
、
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の

「
一
坪
茶
室
」の
展
示
等
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
♪

時�

３
月
２１
日（
祝
）�

�

午
前
１０
時
～
午
後
３
時（
荒
天
中
止
）

所
城
陽
五
里
五
里
の
丘（
城
陽
市
富
野
）

￥
無
料（
別
途
飲
食
有
料
）

他�

近
鉄
寺
田
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
予

定
。
公
共
交
通
機
関
で
の
来
場
を
お
願
い
し

ま
す
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

生
き
方
セ
ミ
ナ
ー�

�

「
ス
ト
レ
ス
と�

�
�

う
ま
く
付
き
合
う
方
法
」

問
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
里
尻
5
‐
9
ゆ
め

り
あ 

う
じ
内　

39
・
9
3
7
7　
FAX
39

・
9
3
7
8　

danjokyoudou@
city.

uji.kyoto.jp

）

　
仕
事
や
人
間
関
係
等
で
ス
ト
レ
ス
を
た
め

て
い
ま
せ
ん
か
。
知
ら
な
い
う
ち
に
、
あ
な

た
の
心
は
折
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
若
い
世
代
の
自
殺
と
、
そ
の
7

割
を
占
め
る
男
性
の
生
き
づ
ら
さ
を
テ
ー
マ

に
、
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
方
法
を

話
し
ま
す
。

時
3
月
24
日（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時
半

所
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

定
抽
50
人

講
福
江
敬
介
さ
ん（
精
神
保
健
福
祉
士
）

他
保
育
あ
り（
0
歳
6
カ
月
～
小
学
3
年
生
）

申
講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先（
電
話

番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）、
保
育
希
望
者

は
子
の
名
前
・
年
齢
を
、
3
月
17
日（
日
）ま

で（
必
着
）に
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

E
メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

自
殺
対
策
強
化
月
間
関
連
事
業

美
味
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
！

宇
治
茶
・
山
城

�

ご
ち
そ
う
フ
ェ
ス
タ

設置していますか？
住宅用火災警報器

3月1日～7日は
春の火災予防運動
問予防課（ 39・9402）

ー 点検と交換も大切です！ ー

住警器の設置場所と種類
◆寝室…普段寝ている部屋それぞれに 煙式を設置
◆階段…2階や3階に寝室がある場合 煙式を設置
◆台所…熱式を設置
※詳しくは最寄りの消防署へ。

住宅用火災警報器の設置・点検をしま
しょう。本体の交換は、10年が目安です。

点検は簡単です。
住警器のボタンを押し
（またはひもを引き）、警
報音が鳴ればテスト終了
（音は自動的に止まりま
す）。
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宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）
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各課からのコラムをご紹介！

　
昨
年
は
地
震
、
大
雨
・
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
は
、

体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
、
非
常
に
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。
防
災
グ
ッ
ズ

の
準
備
、
避
難
場
所
や
連
絡
系
統
の
確
認

な
ど
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
そ
れ
に

加
え
て
、
災
害
を
乗
り
き
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
こ
と
と
は
、
常
日
頃
か
ら
の
「
体

づ
く
り
」
で
す
！

災
害
時
に
も
弱
ら
な
い
食
べ
方

　
食
べ
物
が
す
ぐ
に
手
に
入
ら
な
く
て
も
、

動
く
ス
タ
ミ
ナ
が
残
っ
て
い
る
体
で
い
る

た
め
に
は
、
毎
日
3
食
し
っ
か
り
食
べ
て
、

水
分
と
栄
養
を
体
に
取
り
入
れ
て
お
く
こ

と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
災
害
時
に
避
難
場
所
な
ど
で
支
援
さ
れ

る
食
品
は
、
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
な
ど
炭
水

化
物
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
落
ち
や
す
い

筋
肉
を
保
つ
た
め
に
、
肉
や
魚
・
大
豆
・

乳
製
品
と
い
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
を
普
段
か

ら
意
識
し
て
取
っ
て
お
く
こ
と
が
、
大
切

な
「
貯
筋
（
ち
ょ
き
ん
）」
と
な
り
ま
す
。

乳
製
品
や
食
物
繊
維
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

感
染
症
や
便
秘
に
も
強
い
腸
内
環
境
を

作
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

備
蓄
食
の
コ
ツ

　
「
普
段
か
ら
食
べ
て
い
る
物
を
多
め
に
買

い
置
き
し
、
期
限
が
切
れ
る
前
に
食
べ
て

不
足
分
を
買
い
足
す
」
こ
と
で
す
。
ツ
ナ

缶
や
サ
バ
の
味
噌
煮
缶
、
煮
豆
缶
、
レ
ト

ル
ト
の
お
か
ず
な
ど
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

「
災
害
時
」 の

�
健
康
を
考
え
る

宇治市では災害の危険から逃れるための
「指定緊急避難場所」として、市立の小中
学校を指定しているわ。災害が起きそうな
ときや、避難勧告などの避難情報が出たら、
近くの学校に避難しましょうね！

・捨ててしまいがちな大根の皮を
利用したレシピです。
・大根の皮を柔らかくするために電
子レンジで加熱し、カレー粉で味
をつけ食べやすくしています。
・フライパンで焼くときに、フライ
返しでしっかりと押し付けること
でカリカリの食感になります。

大根のガレット
〈材料〉（2人分）
大根の皮�������１００ｇ
ベーコン��������� 2０ｇ
とろけるチーズ���３０ｇ
片栗粉　��������� ９ｇ
カレー粉���������� １ｇ
こしょう����������0.1ｇ
オリーブ油�������� ６ｇ

（京都文教短期大学との共同研究により考案）

〈作り方〉
① 大根の皮を５mm の千切りにし、電子レン

ジ （６００Ｗ） で２分加熱する。
②ベーコンは２cm の長さの５mm 幅に切る。
③ ボウルに、①・②・チーズ・片栗粉・カ

レー粉・こしょうを入れて混ぜ合わせる。
④フライパンにオリーブ油を熱し、③の材料を

入れ平らに広げ、フライ返しで押し付けなが
ら表面がきつね色になるまで両面を焼く。

場所は、昨年10月に配布した「宇
治市くらしの便利帳」や、市ホー
ムページでも確認できるわ。実際
に歩いて確認するのも大切よ。

る
も
の
」、
水
以
外
に
も
栄
養
価
の
あ
る
野

菜
ジ
ュ
ー
ス
と
い
っ
た
「
水
分
」、
一
口
よ

う
か
ん
や
フ
ル
ー
ツ
の
缶
詰
の
よ
う
な「
心

の
栄
養
に
な
る
も
の
」
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル

別
に
用
意
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

「
我
が
家
オ
リ
ジ
ナ
ル
」 の
備
え

　

災
害
時
に
必
要
な
物
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
。持
病
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
っ
た
り
、介
護
や
育
児
中
で
あ
っ

た
り
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て

い
た
り
…
、「
あ
な
た
の

お
家
な
ら
で
は
」
の
必
要

な
物
品
に
も
想
像
力
を
働

か
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
も
困
ら
な
い
お
口
づ
く
り

　
災
害
時
に
は
、
歯
と
口
の
衛
生
状
態
が

悪
化
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
食
べ
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
で
弱
っ
た
り
、
口
か
ら
入
る

細
菌
が
増
え
て
全
身
の
病
気
に
つ
な
が
っ

た
り
し
ま
す
。
避
難
グ
ッ
ズ
の
中
に
、「
歯

ブ
ラ
シ
・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ー
ゼ
・

つ
ま
よ
う
じ
」
な
ど
を
追
加
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
歯
磨
き
の
水
が
確
保
で
き
な
い

場
合
は
、
液
体
歯
磨
き
な
ら
ゆ
す
ぎ
は
不

要
で
す
。
ま
た
シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
ガ
ム
を
噛

む
と
唾
液
を
分
泌
さ
せ
て
、
ス
ト
レ
ス
緩

和
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
飲
み
込
む
力
、
発
声
す
る
力
は
、
部
分

的
に
弱
る
わ
け
で
は
な
く
、
全
身
の
筋
力

と
比
例
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
誤
嚥
性
肺

炎
の
予
防
や
、「
助
け
て
！
」
と
大
き
く
叫

べ
る
喉
に
し
て
お
く
た
め
に
、
日
頃
か
ら

の
運
動
と
栄
養
補
給
が
大
切
で
す
。

　
事
前
に
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
、
暮
ら

し
と
心
の
安
定
に
繋
が
り
ま
す
。
あ
な
た

の
「
健
康
づ
く
り
」
に
も
繋
が
る
「
災
害

対
策
」
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

おうじちゃま

ちはや姫

◦�「3月1日号について」の読者アンケート
市ホームページから回答出来ます。

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、
メールで随時受付をしています。
秘書広報課あて   obokoho@city.uji.kyoto.jp

市政だよりへのご意見・
ご感想をお寄せください

ちはや姫の
ちょっと役立つ
豆知識でした！

［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課
〒611-8501 宇治市宇治琵琶33　 22-3141（代表）　FAX20-8779

・世帯数	 83,693 世帯（前月比-38世帯）	 ・男 性	 90,598 人
・人　口	 186,994人（前月比-144人）	 ・女 性	 96,396 人市の人口 ［31年2月1日現在］

宇治市ホームページ
https://www.city.uji.kyoto.jp/

 宇治市公式 Facebook
hhttps://www.facebook.com/ujicity

 宇治市公式 YouTube
https://www.youtube.com/user/ujicity

避難場所はどこ？
災害が起こったら、どこに避難すればい
いでしゅか！？

わかったでしゅ！
いざという時に備えて、近くの学校を調べて
おくでしゅ！

宇
治
市
政
だ
よ
り
3月
1日
号

平
成
31年（

2019年
）3月

1日
発
行
 第
1811号

広
報 う
じ

宇
治
市
政
だ
よ
り
が
届
か
な
い
と
き
は
、配
布
委
託
先
 読
売
中
央
販
売（
株
）

06-6315-5751
へ

グ
リ

ー
ン

購
入

法
の

基
準

を
満

た
す

印
刷

用
紙

、イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

見
や

す
く

、読
み

間
違

え
の

少
な

い
フ

ォ
ン

ト
	

「
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
」を

採
用

し
て

い
ま

す
。

（ 問 危機管理室） （ 問 ごみ減量推進課）

（ 問 健康生きがい課）

https://www.city.uji.kyoto.jp
https://www.facebook.com/ujicity
https://www.youtube.com/user/ujicity
http://www.city.uji.kyoto.jp/0000018417.html



